
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

クライオニクス

ジャンク

ステーシー

レクイエム

601歳(10歳)

喪失

30

煉獄

9
少女(23)

売却(α-13)

【救済】

【密室】

【約束】

【親友】

【物語】

あなたの傍には一人の少女がいた。彼女の名前も顔も、関係さえも忘れたけど、その笑みはまだ心に残っている。彼女を愛していた。あなたは、そんな笑みを見せてくれる仲間を愛する。

わずかな金銭と引き換えに、あなたは売られた。 あなたの体も心も、あなたのものではなくなり、誰かの所有物として生き続けた。 苦しみも喜びも殺して、ただ人形として過ごしていた。

かつてのあなたは小柄で少女のように可憐だった…そんなあなたは、実の父親の手によって僅かな金銭…たった一本の酒代と引き換えに変態へ売られてしまう。 人形のように弄ばれ、少女の様に扱われる日々に耐え切れなくなったあなたは、遂にその檻の中から脱走する。 激しく降り注ぐ雨の中、ひたすら走り続けて、でも帰る場所も行き場も無く…絶望と疲労と冷たい雨を吸って重くなったドレスの所為で立ち上がる事さえできなくなり蹲る。 もう駄目だ…と、物陰で凍えそうになっていた所を偶然通りがかった男の人…博士が、あなたを見つけて救ってくれたのだ。

崩落した瓦礫に出入り口が塞がれ、あなたを含めた子供達のみが閉じ込められてしまった。 次々と衰弱し、動かなくなっていく仲間達…身も心も憔悴していく中、遂に狂気に陥ったルディが、先に死んだ子の屍肉や弱った子を殺してでも喰らうという凶行に走る。 止めるも虚しく気付けばルディと二人きり。 必死の抵抗の末、あなたはルディを突き飛ばす…そしてそのまま彼女は尖った瓦礫に頭を強く打ち付けて…誤ってルディを殺した事で、あなただけが生き延びたのだ。

「また、一緒に青い空と海を見よう。」病弱なあの娘と交わした大切な約束。滅んだ世界の、鈍色の空と海ではない…綺麗で透き通った青い、青い空と海。 その景色をあの娘に見せる為に、あなたは幼いながらも勉学に励み努力した。 小さな体でたくさんの本を持ち込んで、たくさん読んで、たくさん書き写して、たくさん暗記して…。 そしてその努力は実り、知識と才能を博士に認められ、子供の身でありながら大人達と共に『ユグドラシル』の研究の助手を務める事が許された。 全てはあの娘との約束を果たすために…あなたは助手としての仕事に勤しんだ。

決してお互いを忘れないと誓い合った親友がいた。 その親友がゾーイだった。 さまざまな思い出を共有して、時には励まし、励まされ。 喧嘩だってした大切な、唯一無二の親友。 そして、あなたの傍で死んで、その遺体を"ルディ"に食べられてしまった可哀想な親友…どうして、忘れていたんだ。 衰弱し動けない己の小さな身体…目の前でルディに腕をちぎられ食べられていくゾーイの遺体…身体が大きければ、力さえあれば、ルディを止められただろうか、皆を、ゾーイを救えただろうか…？

あなたは物語をノートに書き綴る。 復讐に燃えるフィンブル族の生き残り、クライオニクスとハンター達との闘いの物語だ。 そしてその物語の一編が完成したら、真っ先に親友のゾーイに読み聞かせてあげるのがいつもの日課。 ゾーイは楽しそうにクライオニクスの物語や設定を聞いてくれたり、続きが待ちきれないのか、次の話を催促してきたりもした。 それがとても嬉しくて…ついつい熱が入って自分がクライオニクスに成りきったり、時間をかけて考え出したかっこいい技名を叫んでみたりして…。 凄く楽しい時間だった…。 あの、クライオニクスの設定と物語を綴ったノートはまだこの施設に残っているだろうか？残っていたら良いな…。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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【凍え霜】

【半壊】

------------------------------------

【庇う】

【肉の盾】

【平気】
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【固定砲台】

【樹精の加護】
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【身代わり人形】
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【じこさいせい】
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自身

あなたが使用する攻撃マニューバに「氷結１」の効果が付随する。既に「氷結」の効果が付随している場合は、「氷結+１」。

バトルパートにおけるターン終了時、「たからもの」を破損した際、いずれも狂気点の増加を受けない。

------------------------------------

対象が受けたダメージを、代わりに自信が受ける。1ターンに何度でも使用可。

ダメージに付随する効果全て(切断や連撃、全体攻撃など)を打ち消す。

バトルパートにおいて、そのパーツを損傷しても、ターン終了時までそのマニューバは使用できる。

------------------------------------

このマニューバを宣言したエリアにあなたが存在 する限り、ターン終了まで射撃・砲撃攻撃の出目+ 1。

味方側はあなたによる「全体攻撃」のダメージを 受けない。

------------------------------------

自身がダメージを「防御」した際、そのダメ ージを与えた射程内の対象にのみ使用可。腕 部装備の攻撃マニューバ1つをコスト0で 「ダメージ」として使用しても良い。

2

1

肉弾攻撃１

------------------------------------

防御1、1ターンに何度使っても良い。同じ ダメージに対して複数回の使用は不可。

あなたが腕部に白兵攻撃マニューバか、防御マニ ューバを取得しているのなら常に「防御1」、ま た1ターンにつき1度だけ「防御」した対象の攻 撃が射程0での白兵・肉弾ダメージだった場合、 「転倒」を与えても良い。

砲撃攻撃6+爆発+全体攻撃、攻撃判定の出目 -2。

コストとしてこのパーツを損傷させる代わり、あなたが受ける筈だったダメージ、狂気点増加を全て無効化しても良い。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

たからもの。バトルパート終了時、任意の未練１つを選んで狂気点を１点減らす。このパーツは損傷時に所持パーツから取り除く。

たからもの。バトルパート終了時、任意の未練１つを選んで狂気点を１点減らす。このパーツは損傷時に所持パーツから取り除く。

たからもの。バトルパート終了時、任意の未練１つを選んで狂気点を１点減らす。このパーツは損傷時に所持パーツから取り除く。

------------------------------------

バトルパートにてターン終了時、バトルパー ト終了時にこのパーツが破壊されていなけ れば、任意の基本パーツを2つ修復してよ い。
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